
提

出

者

保

坂

展

人

平
成
十
五
年
七
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

一

五

三

号

国
に
よ
る
年
金
財
政
の
再
計
算
に
あ
た
り
、
議
論
を
深
め
る
上
で
欠
か
せ
な
い
情
報
の
開
示
と
デ
ー
タ
に
関
す

る
質
問
主
意
書

153



国
に
よ
る
年
金
財
政
の
再
計
算
に
あ
た
り
、
議
論
を
深
め
る
上
で
欠
か
せ
な
い
情
報
の
開
示
と
デ
ー
タ
に
関
す

る
質
問
主
意
書

公
的
年
金
制
度
へ
の
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
上
で
、
何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
制
度
に
関
す
る
厳
正
か
つ
正
確
な
情
報
の

開
示
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
将
来
の
財
政
的
予
測
を
行
う
財
政
再
計
算
に
お
い
て
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
本
質
的
な
デ
ー
タ
が
、
年
金
を
受

け
取
る
国
民
の
誰
に
で
も
理
解
さ
れ
る
形
で
開
示
さ
れ
た
上
、
国
政
の
場
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
広
く
国
民
レ
ベ
ル
で
の
多

面
的
、
多
角
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
議
論
の
出
発
点
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
が
開
示
し
た
情
報
や
デ
ー
タ
に
曖
昧
性
が
残
る
よ
う
で
は
、
国
民
の
公
的
年

金
制
度
へ
の
不
信
と
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。

従
っ
て
、
公
的
年
金
制
度
に
関
す
る
情
報
の
透
明
性
と
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
確
保
し
、
財
政
的
な
確
実
性
の
原
理
を
確
立
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

『
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
国
民
不
信
の
原
因
で
あ
る
様
々
な
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
』
（
平
成

十
五
年
七
月
二
十
五
日
）
に
つ
い
て

一



（
�
）

同
答
弁
書
に
お
い
て
、
「
電
話
又
は
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
の
際
に
被
保
険
者
が
納
付
を
拒
否
す
る
意
思
を

示
し
た
場
合
に
は
、
納
付
書
の
送
付
を
別
扱
い
と
す
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
納
付
書
の
送
付
を
別
扱
い
」
と

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
扱
い
を
い
う
の
か
。

ま
た
、
い
つ
か
ら
、
「
別
扱
い
」
は
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。
過
去
の
「
事
務
連
絡
文
書
」
や
、
「
国
民
年
金
保
険

料
収
納
対
策
実
施
要
領
」
等
で
指
示
し
た
「
別
扱
い
」
の
内
容
を
、
そ
れ
ら
指
示
文
書
の
文
言
と
あ
わ
せ
答
弁
さ
れ

た
い
。

（
�
）

同
答
弁
書
の
別
表
第
一
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
別
に
、
そ
れ
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
使
用
さ
れ
て
い

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
契
約
金
額
と
契
約
相
手
先
企
業
、
及
び
契
約
形
態
を
答
弁
さ
れ
た
い
。
加
え
て
、

契
約
内
容
の
内
訳
に
つ
い
て
も
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の
契
約
に
分
け
た
う
え
で
、
詳
細
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

右
記
各
契
約
毎
に
お
け
る
残
債
総
額
と
各
年
度
別
の
残
債
額
の
内
訳
を
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

同
答
弁
書
の
別
表
第
二
に
記
載
さ
れ
て
い
る
社
会
保
険
庁
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
三
鷹
庁
舎
で
の
業
務

（
「
照
会
」
「
適
用
」
「
保
険
料
」
「
短
期
給
付
」
「
年
金
給
付
」
「
そ
の
他
」
）
、
及
び
高
井
戸
庁
舎
で
の
業
務

（
「
照
会
」
「
年
金
裁
定
」
「
諸
変
更
・
額
試
算
」
「
再
交
付
」
「
年
金
給
付
」
「
そ
の
他
」
）
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

二



詳
細
な
業
務
内
容
を
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

同
答
弁
書
の
別
表
第
四
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
一
般
財
源
」
と
「
保
険
料
財
源
」
が
、
昭
和
五
十
五
年
以
降
、
逆

転
し
、
「
保
険
料
財
源
」
が
「
一
般
財
源
」
を
上
回
っ
て
い
る
理
由
を
答
弁
さ
れ
た
い
。

な
お
、
「
保
険
料
財
源
」
を
、
「
一
般
財
源
」
を
超
え
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
経
費
に
充
当
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
原
則
を
立
て
て
い
る
の
か
、
あ
わ
せ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

同
答
弁
書
の
別
表
第
八
（
そ
の
�
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
被
保
険
者
数
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
号
被
保
険
者
数
、

三
号
被
保
険
者
数
、
及
び
免
除
者
数
に
分
類
し
た
う
え
で
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

同
答
弁
書
に
お
い
て
、
任
意
加
入
被
保
険
者
に
対
し
て
は
、
「
加
入
可
能
年
数
を
超
え
る
者
等
の
加
入
を
防
ぐ
た

め
、
必
要
な
審
査
を
行
う
と
と
も
に
、
本
人
に
対
し
て
任
意
加
入
被
保
険
者
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
保
険
料

納
付
期
間
の
月
数
が
満
額
の
年
金
額
と
な
る
数
に
達
す
る
時
期
に
喪
失
の
申
出
が
必
要
と
な
る
旨
を
周
知
す
る
よ
う

指
導
す
る
等
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
事
例
が
発
生
し
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

で
は
、
具
体
的
に
、
各
社
会
保
険
事
務
所
等
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を
行
う
べ
き
と
指
示
し
て
い
る
の

か
。
と
り
わ
け
、
資
格
喪
失
の
申
出
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
文
書
で
「
周
知
す
る
よ
う
指
導
」
し
て
き

三



た
の
か
。
そ
れ
ら
指
示
文
書
の
作
成
日
、
表
題
と
と
も
に
、
記
載
内
容
に
つ
い
て
、
答
弁
さ
れ
た
い
。

二

国
民
年
金
の
給
付
に
反
映
さ
れ
な
い
保
険
料
の
不
当
徴
収
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
年
）
四
月
二
日
生
ま
れ
以
降
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一

年
）
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で
の
人
は
、
い
ず
れ
も
六
十
歳
に
な
る
年
度
の
四
月
で
、
加
入
可
能
年
数
を
満
た
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
加
入
可
能
年
数
を
満
た
し
た
後
も
、
五
月
二
日
生
ま
れ
以
降
の
被
保
険
者
に
対
し
、
満
六
十
歳
に
な
る
誕
生

日
の
前
月
ま
で
保
険
料
の
納
付
書
を
送
付
し
続
け
て
い
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
ら
年
金
給
付
に
反
映
さ
れ
な
い
保
険
料
の
不

当
な
徴
収
を
改
め
な
か
っ
た
理
由
と
、
そ
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

な
お
、
年
金
給
付
に
反
映
さ
れ
な
い
保
険
料
徴
収
を
受
け
た
被
保
険
者
数
と
、
そ
の
保
険
料
の
総
額
を
、
各
年
度
別
に
分

類
し
て
答
弁
さ
れ
た
い
。
答
弁
に
あ
た
っ
て
、
実
態
数
字
を
把
握
し
て
い
な
い
場
合
は
、
推
計
値
で
も
よ
い
。

三

五
年
年
金
と
十
年
年
金
に
つ
い
て

五
年
年
金
、
十
年
年
金
に
つ
い
て
、
制
度
発
足
か
ら
今
日
ま
で
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
保
険
者
数
、
受
給
者
数
、
保
険
料
収

入
、
運
用
収
入
、
年
金
給
付
額
、
福
祉
施
設
事
業
費
支
出
額
、
そ
の
他
支
出
額
、
収
支
差
引
残
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

な
お
、
収
支
差
引
残
が
歳
出
超
過
の
場
合
、
そ
の
赤
字
を
埋
め
る
財
源
の
種
類
と
金
額
を
、
歳
出
超
過
が
発
生
し
た
時
点
か

四



ら
今
日
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
わ
せ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

四

厚
生
省
（
現
厚
生
労
働
省
）
年
金
局
及
び
社
会
保
険
庁
か
ら
各
種
国
際
機
関
に
派
遣
し
て
き
た
職
員
に
つ
い
て

過
去
、
年
金
局
及
び
社
会
保
険
庁
か
ら
各
種
国
際
機
関
に
派
遣
し
て
き
た
職
員
の
人
数
と
そ
の
派
遣
目
的
、
派
遣
費
用
、

及
び
派
遣
の
た
め
の
財
源
を
、
年
度
別
、
派
遣
先
別
に
分
類
し
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

五

厚
生
労
働
省
職
員
の
綱
紀
の
保
持
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
職
員
の
綱
紀
の
保
持
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
、
ど
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
し
て
い

る
の
か
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
、
答
弁
さ
れ
た
い
。

な
お
七
月
二
十
二
日
、
社
会
保
険
庁
は
複
数
職
員
が
監
督
対
象
の
団
体
幹
部
か
ら
過
去
、
飲
食
接
待
等
を
受
け
て
い
た
た

め
処
分
を
行
っ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
不
正
に
対
し
て
は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
再
発
防
止
策
を
取
っ
て
い
く

の
か
。
あ
わ
せ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

六

公
的
年
金
に
お
け
る
財
政
再
計
算
の
根
拠
デ
ー
タ
に
つ
い
て

（
�
）

過
去
に
行
っ
て
き
た
公
的
年
金
の
財
政
再
計
算
毎
に
、
そ
の
前
提
と
な
っ
た
経
済
的
要
素
で
あ
る
賃
金
上
昇
率
、

物
価
上
昇
率
、
運
用
利
回
り
、
年
金
改
定
率
を
答
弁
さ
れ
た
い
。

五



（
�
）

運
用
収
入
を
計
算
す
る
際
の
積
立
金
の
額
に
、
厚
生
労
働
省
が
管
理
運
営
し
て
い
な
い
民
間
企
業
の
厚
生
年
金
基

金
の
代
行
部
分
も
含
め
る
の
は
、
ま
っ
と
う
な
財
政
計
算
と
は
い
い
が
た
い
。

代
行
部
分
は
現
存
資
産
で
は
な
く
、
理
論
値
で
あ
る
か
ら
だ
。
厳
密
さ
が
要
求
さ
れ
る
財
政
再
計
算
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
に
代
行
部
分
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
積
立
金
の
額
を
不
当
に
三
十
兆
円
も
膨
ら
ま
し
て
行
っ
て
き
た
理
由

を
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

今
後
、
二
〇
七
〇
年
ま
で
の
、
国
民
総
生
産
に
対
す
る
年
金
給
付
額
と
保
険
料
収
入
の
差
額
の
比
率
を
各
年
度
ご

と
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

今
後
、
二
〇
七
〇
年
ま
で
の
、
老
齢
人
口
（
六
十
五
歳
以
上
）
と
就
労
人
口
（
二
十
〜
五
十
九
歳
）
の
人
口
比
率

で
あ
る
依
存
度
を
、
各
年
度
ご
と
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


